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はしがき

平成1 1年度～平成1 2年度において,上記研究課題の研究を行った.以下その研究

成果の報告である.
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研究成果
平均曲率一定の曲面の幾何学は,近年の微分幾何の急激な発展と共に,極小曲面の3

次元多様体のトポロジーへの応用,あるいは平均曲率一定のトーラスとソリトン方程式

との関連を通して急激な発展を遂げている。筆者自身,過去の研究において熊本大の山

田氏,神戸大のRossman氏の協力のもと, 3次元双曲型空間H3の平均曲率1の曲面に

ついて研究を行い,リーマン面上の円錐的特異点をもつ定曲率1の計量との対応を示し

た。また,曲面の存在・非存在を判定する上で重要な,フラックス・ベクトルとよばれ

る各エンドの向きと大きさを測るベクトルを,関数論的立場から具体的に計算する公式

を導き,これらを用いて,多くの曲面の例を構成し,その性質を調べてきた。今回の研

究では,これらの方法をさらに深めることで定曲率空間の平均曲率一定の曲面とそれに

関連する分野において研究代表者,分担者間の交流の中で以下のような研究成果を得た.

1.研究代表者梅原雅顕は, Wayne Rossman氏(神戸大) ,山田光太郎氏(熊本大)

との共同研究で, 3次元双曲型空間H3の平均曲率1の曲面について研究を行い,

リーマン面上の円錐的特異点をもつ定曲率1の計量との対応を利用して,研究分担

者と情報交換,研究連絡を行いながら, 3次元双曲型空間の平均曲率1の完備な曲

面について,全曲率が47T以下の場合の分類を完成させた。 (文献番号[7]-)
2. 3次元双曲型空間H3の平均曲率1の曲面には,その双対曲面が存在し,双対曲面

の全曲率は, R3の極小曲面と同様にOsserman型の不等式を満たし47rの整数倍

の値をとるなど,もとの曲面の全曲率より幾何学的に顕著な性質をもつことが知ら

れている.研究代表者梅原雅顕は, WayneRossman氏(神戸大) ,山田光太郎氏
(熊本大)との共同研究で,双対全曲率が47T以下の3次元双曲型空間の平均曲率1

の完備な曲面についても分類を行い,さらに87T以下の曲面についても存在や非存

在について多くの結果を得た.特に非存在を示す際に,上述のフラックス・ベクト

ルの性質を用いた・ (文献番号[8]-)
3.研究代表者梅原雅顕は,研究分担者の国分雅敏氏,高橋正郎氏,山田光太郎氏(熊

本大)との共同研究を行い上述のH3の平均曲率1の曲面理論が,ある種のnon-

compact型対称空間のガウス写像が正則になる曲面の理論に拡張できることを発見
し,このような曲面を記述する新しい表現公式をつくり,新しい例をいくつか構成

した(文献番号[10]).
4.研究代表者梅原雅顕は,最近,相山女史,芥川氏,富岡氏との共同研究(文献番号

[5] )で3次元球面と3次元ユークリッド空間の平均曲率一定の閉曲面の等長はめ
込みの数が有限であることを示したが,本研究では,ベルリン工科大学のBobenko

氏と共同で3次元双曲型空間の曲面についても同様の結果を示した. (文献番号囲)
5.研究分担者菅野浩明は,数理物理的な見地からインスタントンについての研究を

行った・ (文献番号[11], [12】, [13])-
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6.研究分担者本多宣博は,コンパクト4次元多様体の自己双対計量のモジュライにつ

いて,ツイスター空間の複素幾何学の立場から研究を行った・ (文献番号[14],囲,

[16】.[17])-

7.研究分担者国分雅俊は,ハミルトン系に着目し, 3次元双曲型空間のと平均曲率一

定の曲面の研究を行った.またユークリッド空間のisotropicな極小曲面の全曲率に

関する研究を行い,新しい例を構成した・ (文献番号[18],囲).
8.研究分担者井ノロ順一は,ハイゼンベルグ群や可解群, 3次元Minkowski空間な

ど,さまざまな空間の平均曲率一定曲面について可積分系の立場から研究を行った.

(文献番号囲, [211, [22]).また平成1 2年9月に京都大学数理解析研究所の短期共
同研究「アファインはめ込みにおける可積分系」を主催した.

9.研究分担者松本尭生は位相幾何学的な立場からHopf曲面の自己同型等について

の研究を行った・ (文献番号[24],囲)・

上述の研究成果のうち,研究代表者と研究分担者の現在学会誌等への投稿準備中ある

いは掲載予定の主要な論文(文献番号[7], [8], [9], [10])を以下に添付した・
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